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製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト (ＭＳＤＳ) 

 会 社 名 株式会社ジャパンアイビック 

 所 在 地 千葉市花見川区作新台 5 丁目 4 番 1 号 

 担 当 部 門 開発営業部 

 電 話 番 号 ０４３－２５９－９４６１ 

 F A X 番 号 ０４３－２５９－９５７１ 

 緊 急 連 絡 先 ０４３－２５９－９４６１ 

 作 成 日 2005 年 11 月 11 日 

 

製 品 名：JA－02 ネオプレンスポンジ 

主な用途：ダクトフランジ用ガスケット 

物質の特定 化学名：クロロプレンの重合体を主成分とする。 

      化学式又は構造式： －（－ＣＨ２ＣＣｌ＝ＣＨ－ＣＨ２－）ｎ－ 

      官報公示整理番号（化審法・安衛法）：     

      ＣＡＳ№：     

      国連分類及び国連番号：     

危険有害性の分類 

    分類の名称：分類基準に該当しない。 

    危 険 性：可燃物である。（難燃） 

    有 害 性：現在のところ知見なし。 

    環 境 影 響：現在のところ知見なし。 

応急処置 

目に入った場合  ：水で眼を洗浄し異物を取り出した後、眼科医の手当てを受ける 

皮膚に付着した場合：付着物を取り除き水と石鹸で良く洗う。かゆみや炎症が出た場合は医師の 

診断を受ける。 

   飲み込んだ場合  ：多量の水を飲ませて指を喉に入れて吐かせ医師の診断を受ける 

火災時の処置 

    消火方法：火元へ燃焼源を断ち、保護具を着用して風上から消火する。（燃焼すると塩化水素、 

二酸化炭素、二酸化硫黄等の有害ガスが発生する。） 

    消 火 剤：水、泡沫消火器、粉末消火器、二酸化炭素消火器 

漏出時の措置 

    周辺に火気、高温物が無いか確認し、ある場合は速やかに回収する。 

取扱い及び保管上の注意 

    取扱い：取扱いは換気の良い所で行う。周辺での高温物､スパーク､火気の使用を禁止する。 

    保 管：直射日光、高温多湿を避け風通しの良い所に保管する。 
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暴露防止処置 

    管理濃度：設定されていない。 

    許容濃度：日本産業衛生学会 記載なし 

         ＡＣＧＩＨ    記載なし 

    設備対策：換気装置を設置する。 

    保 護 具：状況に応じて保護具(呼吸用保護具､保護眼鏡､保護手袋､保護衣等)を着用する。 

物理／化学的性質 

    外観等：ゴム臭のある固体（発泡体） 

    沸 点：気化しない 

    融 点：溶融しない 

    溶解度：水に不溶 

危険性情報 

    引 火 点：現在のところ知見なし 

    爆発限界：爆発しない 

    可 燃 性：可燃性である。燃焼すると塩化水素、二酸化炭素、二酸化硫黄等の有害ガスが発生 

する。 

    発火性（自然発火性：水との反応性）：なし 

    酸化性：現在のところ知見なし 

    自己反応性・爆発性：なし 

    粉 塵 爆 発 性 ：現在のところ知見なし 

    安 定 性 ・ 反 応 性 ：現在のところ知見なし 

有害性情報（人についての症例、免疫的情報を含む） 

    アレルギー性：アレルゲンに成り得るものを含む。 

    皮膚腐食性 ：現在のところ知見なし 

    刺激性（皮膚、眼）：現在のところ知見なし 

    急性毒性（５０％致死量等を含む）：現在のところ知見なし 

    亜急性毒性 ：現在のところ知見なし 

    慢 性 毒 性 ：現在のところ知見なし 

    が ん 原 性 ：現在のところ知見なし 

    変 異 原 性 ：現在のところ知見なし 

    生 殖 毒 性 ：現在のところ知見なし 

    催 奇 形 性 ：現在のところ知見なし 
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環境情報 

    分解性：現在のところ知見なし 

    蓄積性：現在のところ知見なし 

    魚毒性：現在のところ知見なし 

廃棄上の注意 

    産業廃棄物として処理する。 

輸送上の注意 

    火気厳禁。荷崩れ防止を確実に行う。 

適用法令 

    消防法 指定可燃物 

 


